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北
海
道
経
済
部
観
光
の
く
に
づ
く
り
推
進
局
に
よ
る
と
、
平
成
１９
年
度
上
期
（
４
〜
９
月
）
の
北
海
道
観
光
入

り
込
み
客
数
の
実
人
数
は
前
年
同
期
比
１
万
人
減
（
１
０
０
・
０
％
）
の
３
２
４
８
万
人
、
入
り
込
み
客
数
の
延

べ
人
数
（
市
町
村
の
実
人
数
の
単
純
合
計
。
１
人
の
観
光
客
が
１
回
の
旅
行
で
５
市
町
村
を
訪
問
し
て
い
る
場
合

は
５
人
と
数
え
る
）
は
同
１
２
８
万
人
減
（
９８
・
６
％
）
の
９
０
８
６
万
人
だ
っ
た
。
前
年
の
航
空
会
社
に
よ
る

運
賃
値
下
げ
の
反
動
や
天
候
不
順
な
ど
が
影
響
し
て
、
客
数
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

開
催
決
定
の
効
果
や
、
引
き

続
く
旭
山
動
物
園
人
気
な
ど

の
増
加
要
因
が
あ
る
一
方
、

前
年
の
航
空
会
社
の
新
規
参

入
に
伴
う
運
賃
値
下
げ
効
果

の
反
動
が
み
ら
れ
た
。
ま
た

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
天
候
不

順
や
、
こ
れ
ま
で
上
期
に
開

催
さ
れ
て
い
た
世
界
ラ
リ
ー

選
手
権
日
本
ラ
ウ
ン
ド
（
ラ

リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）
が
下
期
の

開
催
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の

減
少
要
因
も
あ
っ
た
。

実
人
数
を
道
外
・
道
内
客

別
に
み
る
と
、
道
外
客
は
４

３
７
万
人
で
前
年
同
期
比
６

万
人
減
（
９８
・
６
％
）
、
道

内
客
は
２
８
１
１
万
人
で
同

５
万
人
増
（
１
０
０
・
２

％
）
。
構
成
比
は
道
外
客
１３

・
５
％
、道
内
客
８６
・
５
％
。

日
帰
り
・
宿
泊
客
別
で
み

る
と
、
日
帰
り
客
は
２
５
２

９
万
人
で
、同
３３
万
人
増（
１

０
１
・
３
％
）
、
宿
泊
客
は

７
２
０
万
人
で
、
同
３３
万
人

減
（
９５
・
６
％
）
。
構
成
比

は
日
帰
り
客
７７
・
８
％
、
宿

泊
客
２２
・
２
％
。

季
節
別
で
み
る
と
、
春
季

（
４
〜
５
月
）
は
前
年
同
期

比
１３
万
人
増
（
１
０
１
・
８

％
）
、
夏
季
（
６
〜
９
月
）

は
同
１４
万
人
減（
９９
・
４
％
）

だ
っ
た
。

●
圏
域
別

入
り
込
み
客（
延
べ
人
数
）

を
圏
域
別
で
み
る
と
、
道
北

圏
が
前
年
同
期
比
１
０
１
・

０
％
と
増
加
し
た
が
、
そ
の

他
の
圏
域
で
は
減
少
し
た
。

ま
た
宿
泊
客
延
べ
数
で
は
す

べ
て
の
圏
域
で
減
少
し
た
。

各
圏
域
の
特
徴
は
次
の
通

り
。【

道
央
】
千
歳
市
の
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
・
レ
ラ
の

増
床
に
よ
る
増
加
、
恵
庭
市

の
道
の
駅
へ
の
入
り
込
み
の

増
加
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
開
催
決
定
の
効
果
、
平

成
１９
年
６
月
の
全
国
植
樹
祭

の
開
催
な
ど
の
増
加
要
因
が

あ
っ
た
。

た
だ
、
航
空
会
社
の
新
規

参
入
な
ど
に
よ
る
運
賃
値
下

げ
に
よ
り
好
調
だ
っ
た
前
年

の
反
動
で
来
道
者
が
減
少
し

た
ほ
か
、
天
候
不
順
に
よ
る

海
水
浴
客
の
減
少
に
よ
り
、

全
体
で
は
前
年
並
み
と
な
っ

た
。【

道
北
】
旭
山
動
物
園
人

気
が
依
然
と
し
て
高
く
、
そ

の
効
果
が
旭
川
市
は
も
と
よ

り
周
辺
市
町
村
に
も
及
ん
で

い
る
こ
と
や
、
平
成
１８
年
９

月
に
剣
淵
町
、
１９
年
４
月
に

美
瑛
町
に
道
の
駅
が
オ
ー
プ

ン
し
た
こ
と
に
よ
り
入
り
込

み
客
数
が
増
加
し
た
。

【
道
南
】
平
成
１９
年
９
月

に
高
速
フ
ェ
リ
ー
「
ナ
ッ
チ

ャ
ン
Ｒ
ｅ
ｒ
ａ
」
の
就
航
な

ど
増
加
要
因
も
あ
っ
た
が
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
中

心
に
観
光
客
が
低
調
に
推
移

し
、
入
り
込
み
数
は
減
少
し

た
。【

オ
ホ
ー
ツ
ク
】
知
床
の

世
界
自
然
遺
産
効
果
が
薄
れ

て
き
た
こ
と
や
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
前
後
の
天
候
不

順
に
よ
り
芝
桜
（
大
空
町
、

滝
上
町
）
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

（
上
湧
別
町
）
な
ど
の
開
花

時
期
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り

入
り
込
み
数
が
減
少
し
た
。

【
釧
路
・
根
室
】
道
外
か

ら
の
団
体
観
光
客
が
減
少
し

た
こ
と
や
、
天
候
不
順
に
よ

り
夏
季
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
集

客
が
低
調
だ
っ
た
こ
と
に
よ

り
入
り
込
み
数
が
減
少
し

た
。【

十
勝
】
大
型
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
り
増
加
し
た
前

年
同
期
の
反
動
や
「
世
界
ラ

リ
ー
選
手
権
」
が
下
期
の
開

催
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
入

り
込
み
数
が
減
少
し
た
。

●
市
町
村
別

入
り
込
み
客（
延
べ
人
数
）

を
市
町
村
別
で
み
る
と
、
札

幌
市
（
定
山
渓
を
除
く
）
が

６
３
９
万
人
（
前
年
同
期
比

９７
・
１
％
）
で
最
も
多
く
、

以
下
、
旭
川
市
（
４
７
２
万

人
、
同
１
０
８
・
１
％
）
、

小
樽
市
（
４
０
４
万
人
、
同

９１
・
９
％
）
、
千
歳
市
、
函

館
市
、
喜
茂
別
町
、
洞
爺
湖

町
の
順
。

宿
泊
客
延
べ
数
で
も
札
幌

市
（
定
山
渓
を
除
く
）
が
４

５
７
万
人
（
同
１
０
１
・
３

％
）
で
最
も
多
く
、
以
下
、

函
館
市
（
２
５
３
万
人
、
同

９９
・
１
％
）、定
山
渓
（
７８
万

人
、
同
９９
・
３
％
）
、
釧
路

市
、
登
別
市
、
旭
川
市
、
上

川
町
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

●
交
通
機
関
別

来
道
客（
実
人
数
）を
交
通

機
関
別
で
み
る
と
、
航
空
機

が
３
６
９
万
人
で
前
年
同
期

比
９９
・
５
％
、
フ
ェ
リ
ー
が

４０
万
人
で
同
９５
・
２
％
、
鉄

道
が
２８
万
人
で
同
９３
・
３
％
。

す
べ
て
で
減
少
に
な
っ
た
。

季
節
別
で
も
春
季
、
夏
季

と
も
す
べ
て
の
交
通
機
関
で

減
少
し
た
。

●
訪
日
外
国
人

来
道
者
数

訪
日
外
国
人
来
道
者
数

（
実
人
数
）
は
３４
万
４
５
０

人
で
、
前
年
同
期
（
２９
万
４

１
５
０
人
）
比
１
１
５
・
７

％
と
増
加
し
た
。

ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
効
果
や
官
民
一
体
と
な

っ
た
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
推
進
に
加
え
、
新
た

な
定
期
路
線
の
就
航
に
よ
り

増
加
し
た
。

主
要
市
場
の
ア
ジ
ア
地
域

か
ら
が
３２
万
１
３
０
０
人
で

前
年
同
期
（
２７
万
７
２
５
０

人
）
比
１
１
５
・
９
％
と
増

加
し
た
。

国
・
地
域
別
で
は
台
湾（
１４

万
２
３
０
０
人
、
前
年
同
期

比
９４
・
７
％
）が
最
も
多
く
、

以
下
、
韓
国
（
９
万
４
３
５

０
人
、
同
１
３
５
・
３
％
）、

香
港
（
５
万
３
１
５
０
人
、

同
１
３
７
・
２
％
）
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
（
１
万
５
千
人
、

同
２
０
２
・
７
％
）
、
中
国

（
１
万
６
５
０
人
、
同
１
５

０
・
０
％
）
の
順
。
構
成
比

は
台
湾
４１
・
８
％
、
韓
国
２７

・
７
％
、
香
港
１５
・
６
％
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
４
・
４
％
、

中
国
３
・
１
％
。

各
国
・
地
域
の
動
向
は
次

の
通
り
。

【
台
湾
】
立
山
黒
部
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
へ
の
人
気
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
台

湾
の
マ
ス
コ
ミ
で
日
本
の
は

し
か
の
流
行
に
つ
い
て
大
き

く
報
道
さ
れ
、
消
費
者
に
心

理
的
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
、
地
方
空
港
へ
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
機
材
が
小
型
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
来
道
者
数

は
減
少
し
た
。

【
韓
国
】
為
替
相
場
が
円

安
ウ
ォ
ン
高
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
や
、
温
泉
と
ゴ
ル
フ

人
気
が
依
然
高
い
こ
と
、
ビ

ザ
免
除
（
９０
日
以
内
）
効
果

が
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
旭

川
〜
ソ
ウ
ル
線
が
週
３
便
か

ら
４
便
に
増
便
さ
れ
た
こ

と
、
ソ
ウ
ル
か
ら
新
千
歳
、

釧
路
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
来

道
者
数
は
大
幅
に
増
加
し

た
。【

香
港
】
香
港
経
済
が
好

調
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
為

替
相
場
が
円
安
香
港
ド
ル
高

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
、
道

内
空
港
へ
の
定
期
便
の
増

加
、
新
た
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便

が
運
航
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
来
道
者
数
は
大
幅
に
増

加
し
た
。

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】
ラ
ベ

ン
ダ
ー
な
ど
の
花
や
新
鮮
な

食
へ
の
人
気
が
高
い
こ
と
、

レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
を
利
用
し

た
個
人
旅
行
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来

道
者
数
は
倍
増
し
た
。

【
中
国
】
新
た
な
定
期
路

線
（
新
千
歳
〜
北
京
・
週
２

便
、
新
千
歳
〜
大
連
・
週
２

便
）
の
就
航
に
よ
り
、
来
道

者
数
は
大
幅
に
増
加
し
た
。

●
訪
日
外
国
人

宿
泊
者
数

訪
日
外
国
人
来
道
宿
泊
者

数
（
延
べ
人
数
）
は
９４
万
１

１
０
６
人
で
、
前
年
同
期
比

１
０
８
・
８
％
と
増
加
し
た
。

国
・
地
域
別
で
は
台
湾
が
４４

万
９
８
１
２
人
（
前
年
同
期

比
９４
・
０
％
）と
最
も
多
く
、

以
下
、
香
港
（
１６
万
１
０
９

７
人
、
同
１
３
７
・
８
％
）、

韓
国
（
１５
万
８
４
３
１
人
、

同
１
０
５
・
４
％
）
の
順
。

月
別
で
は
７
月
が
最
も
多

く
、
全
体
の
２５
・
１
％
を
占

め
る
。
以
下
、
８
月
の
２０
・

７
％
、
６
月
の
１５
・
６
％
の

順
。
８
月
を
除
き
、
す
べ
て

の
月
で
増
加
し
た
。

季
節
別
で
は
、
春
季
が
前

年
同
期
比
１
１
２
・
８
％
、

夏
季
が
同
１
０
７
・
６
％
と
、

と
も
に
増
加
し
た
。

圏
域
別
で
は
、
道
央
、
道

北
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
で
前
年

同
期
比
増
加
。
道
央
圏
（
同

１
１
５
・
１
％
）
が
最
も
伸

び
、
以
下
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

（
同
１
１
２
・
９
％
）
、
道

北
圏
（
１
０
４
・
３
％
）
の

順
で
伸
び
た
。

市
町
村
別
で
は
、
有
名
温

泉
地
を
抱
え
る
市
町
村
が
上

位
を
占
め
た
。
ト
ッ
プ
が
札

幌
市
（
３６
万
９
７
０
２
人
、

前
年
同
期
比
１
２
５
・
２
％
）

で
、
以
下
、
登
別
市
（
１０
万

５
７
３
８
人
、
同
１
１
２
・

７
％
）
、
洞
爺
湖
町
（
５
万

４
７
１
２
人
、
同
１
０
９
・

６
％
）
、
上
川
町
（
５
万
２

０
４
人
、
同
８２
・
３
％
）
、

壮
瞥
町（
４
万
６
３
０
３
人
、

同
９１
・
７
％
）
の
順
。

航
空
運
賃
値
下
げ
の
反
動
と
天
候
不
順
が
影
響

平成１９年度上期観光入り込み客数（実人数）
季節別内訳

夏

３５５万人

８１．２％

９９．２％

▲３万人

２，１４６万人

７６．３％

９９．５％

▲１１万人

２，５０１万人

７７．０％

９９．４％

▲１４万人

春

８２万人

１８．８％

９６．５％

▲３万人

６６５万人

２３．７％

１０２．５％

１６万人

７４７万人

２３．０％

１０１．８％

１３万人

左の内訳

宿泊客

４３６万人

９９．５％

９８．９％

▲５万人

２８４万人

１０．１％

９１．０％

▲２８万人

７２０万人

２２．２％

９５．６％

▲３３万人

日帰り客

２万人

０．５％

１００．０％

０万人

２，５２７％

８９．９％

１０１．３％

３３万人

２，５２９万人

７７．８％

１０１．３％

３３万人

構成比

１３．５％

－

－

－

８６．５％

－

－

－

１００．０％

－

－

－

観光入り込み客数

実 人 数

４３７万人

－

９８．６％

▲６万人

２，８１１万人

－

１００．２％

５万人

３，２４８万人

－

１００．０％

▲１万人

区 分

道 外 客

構 成 比

前年同期比

増 減 数

道 内 客

構 成 比

前年同期比

増 減 数

合 計

構 成 比

前年同期比

増 減 数

観光入り込み客数（実人数）の推移 （上段：人数、下段：前年度比）

平成１９年度

うち上期

４３７万人

９８．６％

２，８１１万人

１００．２％

２，５２９万人

１０１．３％

７２０万人

９５．６％

３，２４８万人

１００．０％

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

平成１８年度

うち上期

４４３万人

１０３．０％

２，８０６万人

１０２．４％

２，４９６万人

１０２．６％

７５３万人

１０２．０％

３，２４９万人

１０２．５％

６５９万人

１０３．８％

４，２５０万人

１０１．７％

３，３９５万人

１０１．８％

１，５１４万人

１０２．５％

４，９０９万人

１０２．０％

平成１７年度

うち上期

４３０万人

９９．９％

２，７４１万人

９８．６％

２，４３３万人

９９．２％

７３８万人

９７．５％

３，１７１万人

９８．８％

６３５万人

１００．５％

４，１７８万人

９９．３％

３，３３６万人

９９．７％

１，４７７万人

９９．１％

４，８１３万人

９９．５％

平成１６年度

うち上期

４３０万人

９８．７％

２，７７９万人

９７．０％

２，４５２万人

９６．８％

７５７万人

９８．７％

３，２０９万人

９７．２％

６３２万人

９９．５％

４，２０７万人

９７．７％

３，３４８万人

９７．３％

１，４９１万人

９９．５％

４，８３９万人

９８．０％

平成１５年度

うち上期

４３６万人

１０１．３％

２，８６４万人

９８．３％

２，５３３万人

９７．５％

７６７万人

１０２．９％

３，３００万人

９８．７％

６３５万人

９９．５％

４，３０４万人

９８．５％

３，４４２万人

９８．４％

１，４９７万人

９９．２％

４，９３９万人

９８．６％

道 外 客

道 内 客

日帰り客

宿 泊 客

計

台湾の宿泊延べ数の多い市町村

前年同期比

１０８．０％

９６．７％

７１．９％

１０９．７％

７９．１％

宿泊延べ数

１５３，３５８人

５１，５１６人

３６，６６５人

２５，８１９人

２３，０５６人

市町村名

札幌市

登別市

上川町

洞爺湖町

壮瞥町

順位

１

２

３

４

５

香港の宿泊延べ数の多い市町村

前年同期比

１８０．９％

１１８．３％

４３．８％

１２８．７％

２２６．６％

宿泊延べ数

８８，７２９人

１０，４４２人

７，８７７人

７，４０８人

６，３６８人

市町村名

札幌市

登別市

洞爺湖町

小樽市

占冠村

順位

１

２

３

４

５

韓国の宿泊延べ数の多い市町村

前年同期比

９１．５％

１２５．３％

１０４．１％

２３４．１％

１１４．７％

宿泊延べ数

５２，３６０人

３１，８３５人

１６，５２３人

１２，６９２人

６，４９８人

市町村名

札幌市

登別市

壮瞥町

洞爺湖町

留寿都村

順位

１

２

３

４

５

シンガポールの宿泊延べ数の多い市町村

前年同期比

３１６．９％

２０４．２％

１９１．１％

５６６．４％

２，１４９．２％

宿泊延べ数

２３，０３６人

８，１３９人

５，６９８人

４，８０９人

４，０６２人

市町村名

札幌市

上川町

千歳市

登別市

洞爺湖町

順位

１

２

３

４

５

中国の宿泊延べ数の多い市町村

前年同期比

１６０．７％

１２５．０％

１０９．６％

２０７．５％

１２２．１％

宿泊延べ数

１３，５２６人

２，０３７人

１，９９４人

１，７６６人

１，２８６人

市町村名

札幌市

洞爺湖町

壮瞥町

登別市

千歳市

順位

１

２

３

４

５

宿泊客延べ数 圏域別構成比
構成比

５０．２％

１５．５％

１５．３％

７．１％

６．６％

５．４％

１００．０％

増減数

▲２万人

▲５万人

▲１万人

▲９万人

▲６万人

▲６万人

▲２８万人

前年同期比

９９．７％

９８．３％

９９．８％

９３．９％

９５．５％

９４．９％

９８．５％

宿泊客延べ数

９６４万人

２９８万人

２９４万人

１３５万人

１２７万人

１０３万人

１，９２０万人

圏 域

道 央

道 南

道 北

オホーツク

釧路・根室

十 勝

合 計

宿泊客延べ数の多い市町村
前年同期比

１０１．３％

９９．１％

９９．３％

９５．６％

９９．４％

１１０．７％

９７．６％

１０１．７％

１０６．０％

９４．６％

８７．８％

１１１．７％

１０３．６％

１０１．４％

８７．１％

９５．９％

１００．３％

９１．９％

１０２．６％

９７．７％

宿泊客延べ数

４５７万人

２５３万人

７８万人

７４万人

６６万人

５０万人

４９万人

４６万人

４３万人

４２万人

４１万人

３９万人

３７万人

３６万人

３６万人

２８万人

２８万人

２４万人

２２万人

２２万人

市町村名

札幌市（定山渓除く）

函館市

札幌市（定山渓）

釧路市

登別市

旭川市

上川市

帯広市

洞爺湖町

小樽市

北見市

網走市

倶知安町

富良野市

斜里町

音更町

稚内市

弟子屈町

ニセコ町

東川町

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

観光入り込み客数の多い市町村
前年同期比

９７．１％

１０８．１％

９１．９％

１３０．４％

９７．４％

１００．３％

１０６．２％

９７．２％

１０８．６％

７３．４％

９７．８％

９０．５％

９６．６％

９７．５％

９９．６％

９３．８％

９４．２％

１０３．１％

９６．６％

１０７．７％

入り込み客数

６３９万人

４７２万人

４０４万人

３４９万人

３２２万人

２２７万人

２１９万人

２１５万人

１８４万人

１６３万人

１５０万人

１３５万人

１３０万人

１３０万人

１２７万人

１１９万人

１１７万人

１１２万人

１００万人

１００万人

市町村名

札幌市（定山渓除く）

旭川市

小樽市

千歳市

函館市

喜茂別町

洞爺湖町

釧路市

登別市

帯広市

上川町

石狩市

札幌市（定山渓）

砂川市

壮瞥町

富良野市

七飯町

白老町

中富良野町

美瑛町

順位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０


